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ここで，ζ1およびζ2はζをc／aの1次関数として最小自乗
近似により得られた材料定数で，各コーティングに対する
ξ1およびζ2はTable　3に示す．　Eq．（7）により評価した各
コーティングの界面破壊靱性値をFig．12に示す．　Fig．12に示
すように，各コーティングともEq．（7）により負荷荷重に依
存しない界面破壊靱性値の評価が可能となった．さらに，
Fig．12に示すように，各コーティングの界面破壊靭性値は非
常にバラツキが小さく測定出来ている．
　ところで，Fig．11の結果において興味深い点は係数ζと
c／aの関係が2つのグループに分けられることである．そして，
一方はき裂が界面に発生する緻密なコーティングのグループ
（金属コーティングとサーメットコーティング），他方はき裂
が界面極近傍のセラミックコーティング内に発生する多孔質
セラミック皮膜のグループ（Al203コーティングとYSZコー
ティング）となっている．この材料依存性を調査するため，
試験後，金属コーティングに対して酸化処理，Al203コーテ
ィングに対しては浸透染色処理を施した後，皮膜を強制的に
はく離させ，き裂形状を観察した．結果をFig．13に示す．
Fig．13（a）の0マップより金属コーティングでは圧子圧入
により発生したき裂は扁平した楕円き裂であることがわか
る．一方，Al203コーティングのき裂は半円形に近い形状と
なっている（Fig．13（b））．従って，　Fig．11にみられる材料依
存性にはき裂形状が関連していると考えられる．なお，き裂
Table　3Material　constants，ζ　1　andζ2　for　coatings　used　in
this　study．
Coating ξ1 ξ2
Metal　coating 一〇．0426 0．0446
Cermet　coating一〇．0313 0．0419
Al203　coa6ng 一〇．0206 0．0205
YSZ　coating 一〇．0265 0．0265
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Fig．11　Relationship　betweenζand　c／a
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Fig．13　Shape　of　crack　generated　by　indentatlon　tests．
　　　（a）Metal　coating，　P＝120　N
　　　（b）A1203　coating，　P＝150　N
形状の材料依存性およびそれらと負荷荷重との関係について
はさらに調査が必要で，今後さらに検討する予定である．
4．結言
　本研究では，圧子圧入法による界面破壊靭性評価に対して，
その問題点を抽出し改善するとともに，均質脆性材料に対す
る破壊靱性評価式を基礎に界面破壊靱性評価式を工学的に検
討した．得られた結果をまとめると次ようになる．
　LesageとChicotの評価法を検討した結果，皮膜の硬さの
不均一性によるばらつきが問題としてあげられた．そこで，
測定部位の硬さとヤング率を用いて界面破壊靱性値を評価す
る方法を提案した．さらに，モノリシックなセラミックスに
対する破壊靱性値評価式を参考に，実験結果から次式の界面
破壊靱性値評価式を得た．
ここで，Pは荷重，　E1は界面における見かけのヤング率，　a
は圧痕対角線半長，cは界面き裂半長c，ξ1，ξ2は材料定
数である．上式により，負荷荷重に依存せず，さらに，測定
値のバラツキも小さな界面破壊靭性値の測定が可能となっ
た．
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